
令和４年度 研究活動報告書 
 

地区名 

 

西村山 

 

市町村 
寒河江市・河北町・西川町 

大江町・朝日町 
１ 研究テーマ 

次世代の学校をデザインする連携・協働 

 －子どもの学びと育ちを支援する学校事務－ 

２ 全体研修 

月 日 会 場 活 動 内 容 

 

6/１７（金） 

 
村山総合支庁

西村山地域振

興局 

春の半日研修会 

・ 報告 県協議会報告 

・ 実務研修 給与事務等事後確認に向けて 

・ 研究部の研修計画  

 

11/４（木） 

 

村山総合支庁

西村山地域振

興局 

 秋の半日研修会 

・ 報告 県協議会報告 

・ 講話 村山教育事務所副所長兼総務課長 

・ 教育事務所より実務研修 

・ 各研究部研修 

 

３ 研究部研修    

各研究部  年３回  別紙一覧表の通り 

 

４ 成果と課題   

部員数は３１名で、研修体制は全体研修と研究部研修の２本立てである。 

 

○  全体研修では、春は給与事務等事後確認に向けて、注意すべき点を会員の中で

分担しながら全体に説明・確認を行った。秋には会員から質問・要望を取り、村

山教育事務所総務課の方から応答やご指導をしていただいた。内容が広く、新採

者等には難しいところもあったものの、地区全体で共通理解でき大変よかった。 

 

〇 研究部研修は３年計画の最終年度にあたる。初年度の研修はメール等でのやり

取りがほとんどだったが、２・３年目は顔を合わせての研修を各部の計画に基づ

き実施することができた。一堂に会して意見・情報の交換ができることの重要性

を改めて感じることができた。 

 

〇  会員の研修に対する意欲・意識が高く、新採者等からベテラン層まで、それぞれ

のニーズに合った企画の維持が課題である。また、新採者や経験年数の少ない者

等に対する研修体制をどうするか、県全体で取り組む「共同実施」をどのように

すすめていくかが近々の課題となっている。 

 



◎　部長 学校事務部会

研究部　・研究テーマ 春の半日研 第１回 第２回 秋の半日研 第３回

教育財政部 ◎服部　浩子 岩淵　満里子 月日 ６／１7（金）14:00 8／23（火）14:00 10/4（火）14:00 １１／４（金）14:00 12/14（水）14:00

財務からの学校経営への参画
柴田　真美 縄　玲奈

～連携を通して～ 須藤　純子 森井　知子

奥山　あゆみ 内容 今年度の事業計画 再任用制度など 文書管理など 秋の半日研 年間まとめ

事務開発部 ◎斎藤　亜樹 今野　響 安藤　多恵子 月日 ６／１7（金）14:00 7/27（水）14：00 9/14（水）14：00 １１／４（金）14:00 12/14（水）14：00

「効率的な学校事務をめざして
大泉　民子 櫻田　由子

～連携・協働を推進し、 亀谷　里沙子 菖蒲　良子

次の世代へつなげよう～」
安孫子　恵理子佐藤　明美 内容 今年度の事業計画

新採向け資料確認・更新、
押印不要各種様式について

新採向け資料確認・更
新、マイナンバー研修

秋の半日研
新採向け資料確認・更新、
年度末・始事務、手当等研

修

法令情報部 ◎今田　哲 安食　由美子 月日 ６／１7（金）14:00 ７／１３（水）14:00 ９／２９（木）14:00 １１／４（金）14:00 １／１９（木）14:00

　　さまざまな法改正に伴い、
　　　　　　　制度理解を深めよう

熊坂　綾子 安達　千穂

　　～子どもの教育支援に
　　　　　　　　　　関わりながら～

堀江　実桜 齋藤　舞耶

武田　葵 内容 今年度の事業計画 定年延長制度研修 定年延長制度研修 秋の半日研 SDGｓ制度研修

データ収集部 ◎今井　香織 高橋　花奈 月日 ６／１7（金）14:00 7/27（水）14：00 10/6（木）14：00 １１／４（金）14:00 1/13（金）14：00

これまでの情報を洗い出し、
体系的に整理してみよう！

鈴木　凛子 外塚　泰智

―学校事務の平準化・
　　　　効率化を図るために―

鈴木　紀和子 新宮　利浩

森谷　泰子 武田　由香 内容 今年度の事業計画 データ収集と整理
データ収集と整理及び

内容の検討
秋の半日研

データ収集と整理及び
内容の検討

Ｒ４年度　

　

部員名　　順不同・敬称略

西村山地域振興局

西村山地域振興局西棟

西村山地域振興局

西村山地域振興局

西村山地域振興局
衛生教育室

西村山地域振興局
衛生教育室

西村山地域振興局西棟

場所

場所

研究部別研修（報告）

西村山地域振興局西棟

西村山地域振興局西棟

西村山地域振興局 西村山地域振興局 西村山地域振興局西棟

西村山地域振興局
西村山地域振興局

衛生教育室

西村山地域振興局
衛生教育室

場所

場所 西村山地域振興局

西村山地域振興局 西村山地域振興局

西村山地域振興局

西村山地域振興局



令和４年度  データ収集部 研修報告 

 

１．研修テーマ    

「これまでの情報を洗い出し、体系的に整理してみよう！」 

 －学校事務の平準化・効率化を図るために― 

 

次世代の学校では、予算の執行管理・情報管理等により校長のマネジメントを支える

職としての事務職員が求められています。また、高度な学校事務を達成するために学校

事務の連携・協働による事務の平準化・効率化が進められています。しかし、西村山では

大きな世代交代期を迎え、経験の少ない事務職員の割合が年々大きくなっています。 

私たちは、これまでの教育事務所の事務指導・事務処理の留意事項、その他地区の研究

資料を洗い出し、体系的にまとめ経験の少ない事務職員の支えとなるものを作成し、学

校事務の連携・協働の一助にしたいと考えました。 

 

２．内容 

 （１）給与・服務関係実務マニュアルの作成 

     

① 臨時的任用職員の年休の計算の仕方について 

     令和２年度から、臨時的任用職員の任用が継続するようになり（３月３０日で切

れなくなった）年休の繰越しが発生するようになりました。複雑化した臨時的任

用職員年休付与日数の計算の参考になればとの思いから作成しました。 

 

② 給与実務マニュアル 

過去数年間の村山管内学校事務連絡会議と西学研学校事務部会で出された質疑応 

答の中から、「扶養手当」・「特殊勤務手当」・「寒冷地手当」・「復職調整」についての

資料をまとめました。法改正により変更になった様式や手続き等の中から「通勤手

当」「扶養手当」「住居手当」「寒冷地手当」について、過年度に発出された参考文書

も含め実務マニュアルにしました。経験年数の浅い会員だけでなく、幅広く会員が活

用できるような記入例や添付書類等をまとめました。 

 

３．まとめ 

   これまで研修会等でいただいた様々な資料をデータ化し実務の参考とできるようなマ

ニュアルを作成することに取り組みました。昨年度は旅費実務マニュアルを配布し、今

年度は臨時的任用職員の年休付与の計算方法、それから実務事務の一部ですが形にする

ことができました。日々変わっている実務の参考となれば幸いです。 



令和４年度   教育財政部研修報告 

 

１ 研修テーマ 

   財務からの、学校経営への参画 

     ～連携を通して～ 

 

２ 研修日と主な研修内容   

   6/17（金） 春の半日研修 年間計画 

   8/23（火） 再任用制度 

         定年延長にかかわる退職関係 

         事務支援体制について 

   10/ 4（火）  押印不要にかかわる書類整備、文書管理 

         中央研修報告 

   11/ 4（金） 秋の半日研修   

実践事例紹介 

   12/14（水） 各校の予算関係 

         ネットバンク各校の動き 

、 

         

 ３ 今年度のまとめ 

    

   今年度は、予算や会計などの財務面に加え、再任用制度や文書管理につい
ての研修など幅広い研修を行った。 

   事務職員としては県内で初めての採用となる、再任用短時間勤務職員の
方が部員ということもあり、再任用制度や勤務形態、日常の業務内容などに

ついての貴重な話を聞くことができた。また、各市町での予算状況や事務支
援体制など、様々な情報を広く共有し理解を深めることができた。 

   経験年数１年目の部員も所属していたため、基本的な文書保管方法や文
書受付、会計処理についても確認を行い、日頃の業務で困っている事や疑問
を感じている事についても情報交換を行った。互いの知識や経験を基に意
見交流し、経験年数の少ない部員にとってもこの研修の場が有意義なもの
になったのではないかと思われる。 

   今後も事務職員同士の連携を密にし、財務面からの学校運営への参画や
学校事務の変化に柔軟に対応していくことが出来るような研修を続けてい
きたい。 

    



令和 4年度 事務開発部研修報告 

 

1. 研修テーマ 

  「効率的な学校事務をめざして ～連携・協働を推進し、次の世代へつなげよう～」 

 

２．研修内容 

  ①新規採用者等に向けた既存の資料の見直しと更新 

   ●月別事務スケジュール 

   ●新規採用者向け Q&A 

   ●学校事務の仕事 

 

  ②持ち寄りの事例研修、情報交換 

  【第一回 7/27】                    【秋の半日研修 11/4】 

・押印不要になった各種様式について（各校の対応など） ・校内会計についての研修 

・職員の配偶者が育児休業の場合の扶養手当     

【第二回 9/14】                    【第三回 12/14】 

・マイナンバー研修                  ・初任者向け資料の更新作業 

・年休計算について（臨時的任用職員等） 

                          

３．研修のまとめ 

   今年度は引き続き、初任者へ向けた資料の更新作業を行うとともに、班員の多くを占める経

験年数の少ない事務職員への疑問・問題解決の場として重きを置いた。資料の一つである月別

スケジュールは毎回３か月分づつ確認することで先々の事務の予定を確認することもでき、効

果的だった。 

昨年と変えた点として、資料の更新作業を最終回にまとめて行い、他の回は主に班員の困り

ごと解決の時間に費やしたことだった。年度当初に班員から話題にしてほしいことや、疑問・

質問をアンケートをとって集約し、各回の研修内容として振り分けることにした。あらかじめ

研修内容を年間計画にしたことで効率も良く、内容も充実したものとなった。 

今年度が 3年目ということで、更新した資料を全会員へ配布する。地区内に新任者が赴任し

た際には、ぜひこれらを配布していただきたい。同じく、まだ事務に不安のある職員にもぜひ

お守りのような存在として今後も活用してほしい。 

比較的大半が経験年数の少ないメンバーで構成されているこの班にとって、この研修がどん

な立ち位置であるのか悩みながら運営してきた。貴重な時間をできるだけ有益なものにするた

めには、メンバーそれぞれが「教えてもらう」から「学びあう」にステップアップする必要も

あるのではないかと思う。 

 



SDGｓに関するまとめ 

西学研法令情報部 

現在の日本において主要な課題がのこっているものは、以下の項目です。 

  5.ジェンダー平等を実現しよう 

 12.つくる責任・つかう責任→世界で生産されている食品の 1/3トンが捨てられている 

 13.気候変動に具体的な対策を→気候変動のスピードをゆるめるため、CO2を減らそう 

  14.海の豊かさを守ろう→プラスチックごみが年間 800万トン海に流れ、汚染されている 

  15.陸の豊かさも守ろう→生物の絶滅を防ごう 

  17.パートナーシップで目標を達成しよう→発展途上国へ資金を 

 

＊とりくみに関して、学校・事務職員に関係するものを、ピックアップしてみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ・デジタル授業を効果的に実施するためのＩＣＴ機器整備 

        ・スクサポや部活動指導員の配置等による教員の働き方改革の推進 

        ・オンラインなど新しい技術を活用して学ぶ機会を増やす 

        ・男女混合名簿の採用 

        ・男性の育児休業取得 

         ↳教職員互助会「育児休業取得支援給付金」令和４年９月～ 

        ・プラスチック削減に向けたライフスタイル変革の促進 

        ・リサイクル認定製品の積極的な購入 

        ・３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）の推進 

        ・省エネ対策（クールビズ・ウォームビス） 

        ・カーボンニュートラル の実現に向けた取り組み 

       ↳温室効果ガスの排出量から吸収量と除去量を差し引いた合計を 

ゼロにする 

        ・ＳＤＧｓの取り組みや情報を拡散する 

        ・家族や友人などとＳＤＧｓについて話し合う 



西川中学校での取組み 

 ➀生徒総会にて「西川中 SDGs宣言」令和３年度より 

全校生徒に SDGｓ資料を渡し、できることを書き出してもらい生徒会で集約 

昨年度の反省を受けてさらに今年度「西川中 SDGs宣言」改良し実行中 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

②アルミ缶回収（生徒会）、コンタクトケース回収（保健委員会） 

※エコキャップ回収は今年度より中止 

 

２ 事務職員としての取組み 

 ・電気と水道の使用量を通知してもらうよう委員会に要望 

 ・古紙リサイクルを町へ要望 現在はダンボールと古新聞回収のみ 

 ・裏面印刷の電話連絡メモを各電話脇に設置 

 

 

 

 

 



令和４年度研修のまとめ 

法令情報部 

定年延長に伴う制度理解について 

 

１．はじめに 

令和５年度からはじまる定年延長制度について、給与面などで大きく改善されるなか、これ

までの再任用制度も継続される。そのような状況で制度の違いを理解し、発信できるように研

修することとなった。また、SDGs についての理解も深め、学校で実践できることはないのか研

修することにした。 

 

２．定年延長制度研修 

  ①定年延長年齢の一覧 

・令和５年度より定年の年齢が２年に１歳あがり、令和１３年度で定年延長が完了する。その

間、２年に１度、定年退職者がいなくなる。また、再任用制度も並行することになる。 

・６０歳のとき、短時間再任用制度を選択することができる。 

  ②給与、手当等での改善点 

   ・退職時の給料月額の７０％、諸手当が支給される。退職手当については、現職時の算定基礎

額が適用される。 

  ③年金受給権のある再任用職員の年金支給停止関係 

   ・給与を年金額が上回っている部分が支給される。年金受給の請求の際、受給年齢を繰り下げ

ることも検討する必要があると思われる。 

  ④再任用を希望できる年齢について 

   ・５５歳以上で退職された方が該当する。６０歳から６５歳まで適用される。 

 

３．SDGs（Sustainable Development Goals） 

  ①学校で取りくむことができそうな事例研修（別紙参照） 

 

４．その他 

  ①任意継続組合員制度について 

・制度利用については、共済期間が１年１日以上あれば、加入することができる。（パターン１：

正職員退職→任継→臨任(１年１日以上)→任継 パターン２：臨任(１年１日以上)→任継→臨任(１

年１日以上)→任継など） 

 

５．まとめ 

  令和５年度末の定年退職者がいなくなり、大きく働き方が変わる。事務職員として制度変更に柔

軟に対応できるよう研修を行った。制度概要を理解して事務処理をすすめたい。また、７０歳まで

定年を延長するよう高年齢者雇用安定法が改正されている。これからの働き方について、生涯設計

を含め、職員にアドバイスできるよう研修を深めたい。 

  SDGs の研修では、学校内でできそうなことはないか、また、事務職員として発信できることは

ないか、という観点で研修を行った。多くの分野でのとりくみがあり、すぐに実践することはでき

ないが、持続可能な開発目標に触れたことはよい研修機会となった。 


